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 論文内'容要旨
 狸紅色菌とならんで本邦に蔚ける汗疱状白癬の主要病原菌である趾間菌は1914年にKauf-
 mann-Wo工書によりはじめて分離され・Prie8七■eyにより培養されてTrichophアto五
 in七erαigita■eと命名された。.米国の医真菌学者は本菌の独立性を認めず,T・a8七er」
 oidOBと同一種として両者をT.皿en七agrophyteβと統括しているが,欧洲沿よび本邦にか
 いては両者の夫々を独立菌種と考える学者が多い。本邦ではT・a8七eroi己e8を星芒状菌,
 T.i跡erdigi七a■eを趾間菌と称する。形態的に典型的星芒状菌のサブロー葡萄糖寒天の
 集落ば,中心部の小隆起を囲んで扁平平坦な帯を形成し微細な帯黄白色の粉末に覆われ周辺に冷い
 て櫓状の突起を放射する。これに対し趾間菌は帯黄白色の,前者よレ更に微細な粉末が加つた短絨
 毛に覆われる扁平な円盤を形成して白ラシャを見るに似る。顕微鏡的形態は両者に質的な差はな
 く菌要素器官の発現頻度の量的な差のみである。星芒状菌は動物接種により容易に感染を起し,
 炎症は強いが,趾間菌は感染困難で炎症が弱く星芒状菌に比し潜伏期が不定である。かくのごと
 く両歯間には菌学的に相異点と類似点を併有するので独立性に議論を生じた。そ'こで著者は形態
 的に星芒状菌,趾澗菌と同定された多数の菌株について両者の生理学的異同を検討する目的で以下の実
 験を行った。使用菌株:本邦の5つの大学皮膚科にて分離され或は保存されて,T、a8七eroi一
 己es,T・in七erdigi七a■e,'T-men七agrophy七eeと称された株を蒐集し,・この中か
 ら形態的に星芒状菌17株と趾間菌21・株を同定し,これを被験菌として用いた。(1)アミノ酸同
応
 化作用=被験アミノ酸およびその濃度は■一9■u七a皿icacid.(02%),■一七yTo8ine・
 (巳1%)・■一1yεine(0.て%),dl一皿e七hionine(a2%)である。基本培地は
 Bere8七〇ne七a■・(窪958)の記載による合成培地を用いた。アミノ酸培地は化学的に
 清浄にした24×200胡雛の滅菌試験管に20妬宛分注し,斜面の傾度を一定とし舜ζb、陽性対照培
 地にα1%pep七〇ne培地,陰性対照に基本培地を用いた。培養は26℃にて行い,35日後
 集落を計測した。すなわち集落の直径に立体的隆起を考慮に入れて,←5～+1の5段階
 に判定した。実験成績はa8paragine培地に星芒状菌は良好発育15株,中等度発育2株,
 趾間菌は良好発育20株,中等度発育1株,glutalnic'acid.培地には星芒状菌は良好発育
 15株,中等度発育2株.趾間菌は良好発育15株,中等度発育6株,七yro8ine培地に星
 芒状菌は良好発育13株,中等慶発育4株,趾:間菌は良好発育16株,中等度発育5株で,上記
 5種のアミノ酸培地に僅少発育,発育せずと判定されたものは両菌ともに皆無であった。■yBine
 培地には星芒状菌は良好発育1D株,中等度発育6株,僅少発育1株,趾間菌は良好発育8株,
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 中等度発育12株,僅少発育1株で,発育せずは皆無であったome七hionine培地に星芒状
 菌は良好発育7株,中等度発育と僅少発育夫々2株,発育せず6株,趾間菌は良好発育,'中等度
 発育,僅少発育いずれも2株,発育せずは15株であった6陰性対照培地に星芒状菌は全株発育
 せず,趾間菌は中等度発育1株のみで,他は全く発育しなかった。(2)ビタミン要求性=被験ビタ
 ミンはthia皿ine-HG■,pyriαoxine-HG■,i-ino6i'じ。■の3種を用レ・Georgに
 準じた基本培地にビタミンを単独あるいは色々の組合せで7通りのピタミソ添加培地を作った。
 濃度はqeOrgのεapgropt⊥皿a■δ08eに従い',th↓'amine5rノ厩,pyridoxine5γ/冠,
 士ao飢⑳■100アノ寵としたり窒素i源として無機霧属田4N馬,あるいは有機窒素a8paragineを夫々
 α2%に加えた。実験方法,判定は前項と同様である。実験成績二@NH4NO3窒素源郵照培地
 に星芒状菌12株,趾商菌12株が発育した。対照培地で発育した24株のうちビタミンによむ
 発育を促進したものは星芒状菌5株,趾間菌3株であった。対照培地に発育しなかったもののう
 ち星芒状菌2株'趾間菌5株はビタミンのいずれかの添加により発育した。その要求したビタ
セノ
 ,ミンは種々あっ編ビタ塾ンを要求しない菌株が過半数であった。(b)asparagineを窒素源
 とした場合は,NH4NO5を窒素源とした場合に比し,両菌とも発育が良くビタミン要求性も多少
 異った。星芒状菌14株,趾間菌14株は上記ビタミンの要求性がなかった。考按:糸状菌のア
 ミノ酸同化作用に関し多くの報告があるが,いずれ.も少数菌株を用いての実験である故,成績が
 一定しない。そこで本実験では多数の菌株を用いて,、菌株に共通な生理学的特性を見出そうとし
 た。アミノ酸同化作用についてはa8pa甲gine,g■u七amicacid.同化能は従来の報告
 とr致し,星芒状菌,趾間薩とともに良好な同化を示したomethionineについては,両菌
 は従来これを同化しないとざれてらたが,本実験で星芒状菌7株(41%),趾間菌2株(95
 %)が同化良好であった。これは同一菌種の中でも菌株に季って同化作用の差』を示すことを意
 味し,この種の実験には多数株を用いるべきことを示している。総括的に星芒状菌と趾間菌の間
 にアミノ酸同化能の大差は認めなかった。ビタミン要求性にづいても両歯間の特徴的差異は認め
 なかった。
 結論:アミノ酸同化能およびビタミン要求性を星芒状菌17株』趾間菌21株について検索した
 所,両菌の間に菌株差以上の差異を認めなかった。したがつ七この生理学的特性の上からは両菌
 を同一菌種と見参して差支えない。
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 審査結果の要旨
 趾間菌蔚よび星芒状菌はわが国にかいて屡々分離される菌で,一般に夫ゐ独立の菌種として取
 扱われている。ヨーロッパに卦らても同様の傾向にあるが,アメリカにむいては両菌を統合して
 1菌種とし,Trichophyto且men七agrOphy.te8と呼んでいる。これは両菌が,菌学
 的分類の基礎をなす顕微鏡的形態にむいて甚だ類似することによる。しかし両菌は集落の肉眼的
 形態を異にし,一動物接種による生物学的変化にむいては明らかな差を示し,人体感染の臨床症状
 にかいては殆んど全く相違するので南る。こ6ように両菌が同一菌種であることには疑義が存す
 るが,もし菌自体について両菌の異同を更に確かめようとするならば,形態学以外の方法によっ
 て両菌を比較するほかはない。最近,白癬菌の確立した菌種には夫々特異な生理学的性状の存す
 ることが知られ,この性状の検査のみによっても菌種同定の可能であることが示唆された。ここ
 において芸者は生理学的性状の検査を両菌に応用し,その成績の比較によって両菌の異同を確か
 めようとした。方法としてはアミノ酸同化作用とビタミン要求性との検査を行なつ島被験菌と
 しては諸大学の保存株を集収し,形態学的に趾間菌21株,星芒状菌17株を同定してこれを使
 用した。
 実験成績:アスパラギン同化作用は趾間菌も星芒状菌も全菌株が良好ないレ中等度であり,グ
 ルタミン酸同化作用に蔚いてもこれと同様の結果を得,チロジン同化作用もまた同様の成績を示
 した。リジン同化作用に壽いては両菌中の夫々1株が僅少め値を呈したが,他の全株は良好ない
 し中等度であった。'メチオニン同化作用のみは両菌ともに良好,中特度,僅少,なしの広範囲に
 わたる値を示した。ビタミン要求性にはサイアミン,ピリドキシン,イノシトールを用いたが,
 跣間菌も星芒状菌も大部分の菌株がこのろ者の要求性なしであり,5者とも要求したもの星芒状
 菌に1株,2者および1者を要求したもの趾間菌に夫々2株と1株むであって,しかもその要求・
 性の程度は僅少と判定された。
 以上から両菌はアミノ酸同化作用かよびビタミン要求惟において同様の態度を示し,菌株間の
 僅かな差異は菌株によるものと解しうる程度であった。結論としゼ,趾間菌と星芒状菌とは上記
 の生理学的性状の上からは同一歯種と見なして差支えないと考えられる。
 以上により本論文は学位授一与に値するものと認める。
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